
第８回インフラメンテナンス大賞　国土交通省優秀賞受賞
東京国道管内における緑地管理ＤＸの推進
道路緑地の安全管理を高度化・効率化

表彰式（国土交通省提供）

閲覧画面（マップ・緑地管理台帳情報）
マップ・台帳情報はウェブ経由でＰＣ画面から
閲覧可能

　道路緑地は都市の貴重なグリーンインフラと
して、美しい景観形成や、沿道環境の保全、利
用者の快適性の確保等に役立っています。一方、
腐朽や強風等による倒木事故を防止するために
は、定期的な樹木点検や樹木診断を行い、危険
性の高い木を抽出し、適切に対応する体制が必
要です。
　道路緑地維持管理の高度化・効率化に向けて、
これまでExcelやPDFで保管されていた緑地管
理台帳データをオンラインで参照・活用するこ
とが可能となるよう、緑地管理台帳の検討、デー
タベース構築、データ登録を実施し、また既存
の道路GISプラットフォーム（国土交通省関東
地方整備局で構築・運用されている「DXアプ
リ」）とのデータ連携を実施いたしました。ま
た、街路樹点検・診断効率化のため点検・診断
結果をオンラインで登録・表示・出力可能なシ
ステムをデータベースと統合し一体での運用を
可能としています。
　緑地維持管理を効率化し、緑地に発生した課
題をいち早く管理者が共有することで、危険発
生前に対処し、質の高い維持管理につなげ、安
全で美しい道路空間の維持に役立ちます。

入力画面（樹木点検・診断）
樹木点検・診断時はモバイル端末で現地でデータを入力


